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平成２５年第１回東京都議会定例会を終わって（談話）

東京都議会自由民主党幹事長 野島 善司

第１回定例会は、知事の提出議案及び議員提出議案を審議し、本日終了いたしまし

た。

今定例会は、都民生活に直結する平成２５年度予算を審議する重要な議会でありま

す。我が党は、これまでも、常に都民の目線に立ち、地に足のついた政策を掲げ、都

民の暮らしを守ることを第一義に、東京ひいては日本のために行動することを基本姿

勢としております。今定例会では、その基本姿勢を堅持しながら、是々非々の立場で

都政を前進させる決意を申し述べ、初登壇の猪瀬都知事には、二元代表制の原則を踏

まえたうえで、強い意思と情熱をもって都政運営を行っていただきたい旨を伝えまし

た。

政権交代後の我が党の矢継ぎ早の経済・財政・金融対策が功を奏し、デフレからの

脱却に向けて、停滞していた景気が回復の兆しを見せ始めるのに呼応するかのように、

平成２５年度予算の都税収入は前年を上回りました。本予算は、税収増を活用し、経

済的波及効果の高い投資的経費を９年連続で伸ばすとともに、無駄をなくす取組を徹

底して、基金残高を８,７４１億円確保するなど、今後の備えも講じた堅実な予算とな

っています。内容についても、東日本大震災を教訓として、東京を強靭な高度防災都

市へと変貌させるための防災対策をはじめ、将来を見据えた首都東京の都市基盤整備、

景気浮揚のための中小企業・商店街振興対策や雇用就業対策、福祉・保健・医療や少

子高齢対策、気候変動対策に向けたキャップ・アンド・トレード制度への対応、オリ

ンピック・パラリンピック東京招致を見据えたスポーツ全体の振興策、「新たな多摩

のビジョン」による多摩振興策、国家・社会の発展の礎である教育の不断の改革・再

生など、随所に我が党の主張も踏まえ、都政の重要課題について必要な目配りをし、

苦心の跡の見えるバランスのとれた予算となっており、高く評価いたします。

東日本大震災から２年が経ち、首都直下地震が懸念される中、昨年秋、都は新たな

被害想定に基づく地域防災計画を修正しましたが、我が党は、今定例会でも、防災対

策の更なる充実を強く求めました。特に、木密地域不燃化１０年プロジェクトにも掲

げる木造住宅密集地域の不燃化対策や緊急輸送道路沿道建築物をはじめとする建物

の耐震化、東部低地帯における津波・高潮対策、自助・共助を基本とする地域の防災

力の向上、初災時の首都東京の混乱を防止する帰宅困難者対策、災害医療の充実など、

ソフト、ハードの両面から効果的で具体的な諸方策について都の考えを質しました。

東日本大震災の復興が遅々として進まない中、我が党は、被災地の一日も早い復旧、

復興に向けて協力、努力を尽くし、懸念される大災害にも適切に対応できるように、

今後とも、必要不可欠な対策を講じて、都民の命を守り、命をつなぐ我が党のモット

ーを堅持してまいります。



今定例会で民主党は、昨年同様、がん対策推進条例を提案しました。我が党の質疑

に対して、曖昧で稚拙な答弁に終始し、審議がストップするという異例の事態を招き

ました。我々は、議会人として常に都民に対し説明責任を負っています。提案理由を

明確に答弁できないようでは、論外と言わざるを得ません。今回の失態は、議員提出

議案の重い意味をどのように考えるのか、議員としての見識やセンスばかりか公党と

しての姿勢を疑われていると言っても過言ではありません。がんは都民の生命と健康

を脅かす極めて重大な疾患であり、がん対策は東京都の重要な政策課題です。我が党

は、現在の都のがん対策の枠組みの下で、都民の切実なニーズに向き合い、今後とも

しっかりと実効性あるがん対策に真摯に取り組んでまいります。

最後に、２０２０年のオリンピック、パラリンピック招致についてです。本年９月

のＩＯＣ総会で開催都市が決定します。招致実現のため、我が党は、多くの都民・国

民の皆様の関心を高め確かな協力を得るために、全国行脚を行いました。また、都内

の町会・自治会や各種組織団体の底力や地域力を掘り起こして、東京招致のために最

大限のエネルギーを傾注してまいりました。先に来日したＩＯＣ評価委員に対する我

が国や猪瀬知事をはじめとした都の対応も素晴らしく、最新の東京招致への調査支持

率も７７％に上り、そこには国民、都民の東京招致への熱い期待や希望が込められて

います。東京招致の実現は、東日本大震災の復興のシンボルとなり、多くの都民・国

民に元気と夢、希望を与えるとともに、大きな経済効果をもたらし我が国の景気回復

の起爆剤ともなるものです。また、本年は、｢スポーツ祭東京２０１３｣が開催される

スポーツイヤーです。高齢者や障害者をはじめ、誰もがスポーツを楽しむことができ

るスポーツ都市東京の実現に向け、都は、我が党の提案を受けて、東京都スポーツ振

興計画を策定しています。我が党は、時代のニーズを捉えてシニアスポーツの振興へ

の道を切り開きましたが、こうした都民・国民のスポーツ熱の高まりにしっかりと応

えるべく、スポーツ環境の整備を積極的に図ってまいります。

来る６月２３日には、都政の進むべき方向や都民の生活のあり方に多大な影響力を

及ぼす東京都議会議員選挙が執行されます。我が党は、第一党の地位を確保し、右顧

左眄することなく、公党として都民の負託に応えるべく都民生活の安全・安心を守り、

安定した都政運営の一翼を担う決意であります。

内憂外患の困難な時代にあって都政を取り巻く環境がいかに厳しいものであろう

とも、我々東京都議会自由民主党は、日本再生の牽引役たる東京の更なる発展に向け

て、都民の目線に立った現場力を活かし、政策を掘り起し磨き上げて、都民が求める

都民のための真の責任政党として、引き続き全精力を傾注していくことをお誓いいた

します。

以上


